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「こんにちは」「元気ですか」「ありがとう」
ホームに到着すると、子どもたちは次々と日
本語を話しました。孤児院の役割をしている
キッズアースホームカンボジアでは、子ども
たちは日本語の勉強をしています。日本の形
が支援を継続してくださることにより、自分
たちの生活や食事、寝る場所があることを子
どもたちはよく理解し、感謝しています。子ど
もたちと絵を描くワークショップを行い、子ど
もたちの明るい絵がホームを彩りました。
皆さんがご寄付してくださったご好意のお

陰で、来年春までの52人の食費、学校に行く
費用、先生の給料、スタッフの給料、運営費を
支払う亊ができました。子どもたちに代わり
まして、心より御礼を申し上げます。

ベトナム ビンフン地域に15年前に建てたキ
ッズアースホームには50人の子どもたちが生活
しています。昼間はフリースクールになり、たく
さんの子どもたちが勉強をしています。絵を
描くワークショップでは、子どもたちは目を
輝かせ、美しい地球の絵を描きました。

孤児院に住む子どもたちは、ラルフローレ
ン ジャパンよりご寄贈頂いたお洋服を届けら
れ、とても喜んでいました。普段は自分の好み
で服を選択する余裕はありませんが、ラルフ
ローレンの新品のポロシャツやズボン、スカー
トに袖と足を通し、嬉しそうな表情を見せて
いました。

ベトナムの街には次々と新しいホテルが立
ち並び、外貨が入り繁栄している傍ら、貧しい
子どもたちは取り残されたままです。当基金
が株式会社ワールド航空サービスのスポンサ
ーで建てたキッズアースホームは、いつの間に
か取り壊され、今は仮の校舎で勉強している
状況です。

東日本大震災の一週間後に第一回目の支
援に入り、2011年は毎週、2012年から現在ま
で、月1回以上のワークショップを継続して行
い、子どもたちに表現することの大切さを伝
えています。
震災4カ月後に宮城県亘理郡に立ち上げた

キッズアースホーム東北（震災によって心に傷
を負った子どもたちが夢を語る家）を起点に
活動しています。

2016年4月の熊本震災後、被災地に8回入
り、子どもたちと絵を描くワークショップを
2016年は30回開催致しました。5年前に地
震を経験した東北の子どもたちに、熊本の子
どもたちを応援する絵を描いてもらい、その
絵を熊本地震の被災地に届けるなど、アート
を通してぬくもりを届ける活動を続けていま
す。
1月21日 キッズアースホーム東北

2月11日 キッズアースホーム東北

3月25日 キッズアースホーム東北

2016年は小児病棟、児童養護施設等で20
回のワークショップを開催致しました。病院
で入院している子どもたちとは、コルク栓に
絵を描いたり、粘土を使って、作品を創るなど、
様々なアートワークショップを開催。「痛みを忘
れられた」「病院にいても楽しいことはあるん
だ」「思い出になった」と話してくれました。

大きな紙に絵を描くワークショプを行いま
した。病院内では、床に大きな画用紙を広げ
、絵の具を使って絵を描いたり、車椅子の子
どもたちとは机の上で絵を描いたり、個室に
画材を持ち込んで絵を描くなど、子どもたち
のその日の体調や病棟によって、様々な方法
で行っています。病気や怪我と向き合い、我
慢の多い生活をしている子どもたちに、少し
でも夢中になれる、楽しい時間を過ごして欲
しいと願っています。

　窓ガラスに絵を描くワークショップをしま
した。季節に合わせて、クリスマスの絵を描い
たり、春には桜や春らしい絵を描きました。
子どもたちの絵が通路を通る人たちの心を明
るくしています。

　小児病棟でワークショップの開催を手伝っ
てくださる、ボランティアの方を募集しており
ます。ボランティア参加には、以下の書類の提
出が必要です。
　健康診断書（胸部レントゲンをとって頂いた
上で、「異常なし」の結果項目が必要となりま
す）、抗体検査結果表（抗体検査項目は、麻疹（
はしか）、水痘（水ぼうそう）、風疹（三日はし
か）、おたふくかぜ（ムンプス）の４種類です。検
査方法：EIA法 *検査をされる際に、病院側に上
記4種のEIAを測りたいとお伝え下さい。）

ご協力ありがとうございました。

六本木のホテル、グランド ハイアット 東京
にて、継続的な東北支援の一環として行って
いる、当基金とコラボレーションした東北や熊
本などの災害で心に傷を負った子供たちへの
チャリティープログラムを11月11日（金）～12
月25日（日）に開催して頂きました。宿泊の一
部が寄付となるチャリティーステイや募金箱の
設置、ハッシュタグをつけて、SNSに投稿する
と投稿数が100円寄付となるプログラム等、
支援を必要としている国内の子どもたちの為
に多額のご寄付を頂戴しました。ご協力頂き
ました皆様に心より御礼を申し上げます。

「3.11応援企画」に参加し、1000人以上の
方にご協力を頂き、東北・熊本の子どもたちの
為に21万8,187円のご寄付があつまりました
。（3月21日時点 、現在も継続中）皆様の温か
いご協力に心より感謝致しております。

次回、10月19日（木）開催決定
本年もグランドハイアット東京にて、ファ

ンドレイジングディナーを開催致します。お
申し込みはホームページからも承っておりま
す。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げて
おります。
http://www.kidsearthfund.jp/ja/goods.php

グランドハイアット東京 ボールルームに
て、当基金主催のファンドレイジングディナー
を開催。
L.A.在住、シンガー シュクラ・ホリディと、

ミラノ在住、テノール歌手の榛葉 昌寛様にボラ
ンティアでご出演頂き、素晴らしい歌声をご
披露頂きました。ラッフルやチャリティーオー
クションなどを開催し、収益金は合計788万
9835円となりました。皆様の多大なるご支
援に心より感謝を申し上げます。

アーティスト ミヤザキ ケンスケさんと子ども
たちに、パーティー中に一つの大きな作品を
描いてもらいました。描かれた絵は、チャリ
ティーオークションにかけられ全額が寄付と
なりました。

歌手      シュクラ・ホリディ（左）
テノール歌手 榛葉 昌寛氏（右）

昨年、バレンタインチョコレートの売り上げ
の一部をご寄付頂き、クリスマスには子ども
たちの作ったオーナメントをレストラン内で
販売し、全額を寄付していて頂きました。

支援を必要としている子どもたちの為に、
ブランケットとお洋服をご寄付して頂きまし
た。
カンボジア、ベトナム、クロアチアのキッズ

アースホームの子どもたち、小児病棟、児童養
護施設、特別支援学校、東北、熊本被災地の
子どもたちに温かいブランケットとお洋服を届
けることができました。


